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24時間体制で迅速・確実に組織力で
電気トラブルに対応いたします
24時間体制で迅速・確実に組織力で
電気トラブルに対応いたします

緊急時の連絡先のご確認をお願いします

夜間、休日を問わず24時間の出動体制で迅速に
電気トラブルに対応いたします。

落雷や風水害などによる同時多発の停電事故も
各事業所が拠点となり、組織力で確実に早期復旧
いたします。

緊急時の連絡の際、契約番号が重要となりますの
で、事前にご確認をお願いいたします。
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〔導入経緯〕
株式会社高浜さまは、協会が提供するデマンド
Web閲覧サービスを既に導入し、警報鳴動時にエ
アコン（空調機）を手動停止することにより電気料
金の削減に取組んでいました。
しかし、手動停止は対応する方が特定され、対応
が遅れた時はデマンド値が超過し、電気料金が高く
なる心配があることから、デマンド監視装置の警報
信号を活用した「空調機の自動制御システム」を導
入することとしました。

〔システム導入の検討内容〕
導入の条件
①�温度上昇により、商品の品質低下や作業環境の
悪化がないこと

②初期投資が安価であること
③継続して実施が可能なこと
④結果の検証とフォローができること
空調機の自動制御システムの内容
①�空調機の制御は、停止するのではなく能力セー
ブ運転により消費電力を50%程度まで抑えるこ
とから、工場内の環境に与える影響が少ない

②�デマンド監視装置はレンタルなので、初期投資
が工事費のみでランニングコストも安価である

③�空調機は自動制御なので、手動停止に比べ煩わ
しさがない

④�東北電気保安協会が定期的に点検に訪問するた
め、フォローできる体制が整っている

〔システムの概要〕
デマンド監視装置による予測値が目標値を超過す
ると判断した場合、警報を発報するとともに次の内
容で空調機の自動制御を行います。

制御対象 制御内容

空調機の圧縮機 14台の空調機を定格の
50%程度に制御

※�能力セーブ運転による消費電力は、空調機の圧縮機の定格
に対する消費電力となります。

〔導入効果〕
導入前最大電力

kW
導入後最大電力

kW
改善効果
kW

669kW 653kW ▲16kW

装置導入後は、従来から実施していた手動制御に
比べ最大電力が16kW削減されたことにより電気料
金の基本料金が３%削減され、装置導入コストは、
１年６か月程度で償却できました。
また、空調制御による工場内温湿度等も問題ない
ことから、今後も継続して空調機の自動制御を続け
ることとしています。

仙台東事業所

空調機の自動制御システム導入による電気料金の削減
～株式会社高浜さまの省エネの取組み～

今回ご紹介する株式会社高浜さまは、宮城県塩釜市に本社を置き、笹かまぼこをはじめ、ちくわやさつま揚
げなど様々な練り物を製造しています。また、省エネ法の規制対象である特定事業者※として積極的に省エネ
に取組んでいます。

株式会社高浜本社工場さま

（主力商品）「かむかむ笹かま」
ここ数年はお土産商品の開発も手がけておられます

※特定事業者：�設置しているすべての工場・事業場の年間のエネルギー使用量の合計が1,500kl（原油換算）以上である事業者を「特定事業者」として
指定され、エネルギー使用の合理化のためのエネルギー管理が義務づけられています。



2

ヶ沢温泉の歴史を拓く鰺
─�山海荘さまの創業は昭和18年と聞いていますが、

これまでの沿革について教えてください。
　昭和18年（1943）ですから、今年で74年になります。
第二次世界大戦の政府商工省の石油ボーリング政策の
際に、石油ではなく温泉が自然湧出し、その温泉権を
私の祖父が買い受けて公衆浴場を始めたのが創業で
す。温泉は塩化物泉で源泉温度52℃、五能線沿線で
は最も古い温泉でした。その後、遠方の方から宿泊希
望の声があり、昭和28年（1953）に祖母が中心となり�
「上の湯温泉旅館」という小さな宿を始めたというわけ
です。この時代は、鯵ヶ沢の中村川の近隣で２階建て
の施設でした。

　昭和32年（1957）に株式会社杉澤興業として法人
化し、山も海もある豊かな地ということで屋号を「山海荘」
としました。その後、父母の代になり、昭和51年（1976）
に現在地に５階建てのホテル山海荘を建設し、本格的
な営業をスタートさせました。エレベーターも設置しまし
たが、当時鯵ヶ沢のエレベーター１号機でした。スナック
なども併設した充実した設備で、開業当時から好評を
得ました。
　その後、平成５年（1993）に「水軍の宿」を開業。
さらに平成11年（1999）にホテル「グランメール山海荘」
をオープンさせ、鰺ヶ沢温泉で趣の異なる３つの宿を営
業する体制となったわけです。グランメールは、来年で
20周年という節目を迎えます。

しい、魅力あるテーマを掲げて新
─�それぞれの施設のコンセプトや考え方について 

お聞かせください。
　「山海荘」本館の時代はまだ高度成長期で、団体
旅行でわいわい宴会を楽しんで泊まる「たべる・とまる・
あそぶ」という考え方でした。地元の人にも愛されて好
評を得てきました。
　「水軍の宿」は山海荘を母体としながら、テーマ性の

今季号のお客さま

日本海を一望できる温泉宿「ホテル グランメール山海荘」

青森県鰺ヶ沢町　

株式会社杉澤興業 「ホテル グランメール山海荘」 さま

　津軽半島の日本海側、青森県鰺
あじ

ヶ
が

沢
さわ

町
まち

に「ホテル山

海荘」「水軍の宿」「ホテル グランメール山海荘」と

いう、３つの宿があります。それぞれ特徴的な考え方

で運営されており、いずれも人気を博しています。こ

の３つのホテルを運営しているのが株式会社 杉澤興

業さまです。

　本日は、株式会社杉澤興業 杉澤廉晴社長をお訪ね

し、弊協会五所川原事業所長 齊藤一志がお話をうか

がいました。

株式会社 杉澤興業
社長

杉澤 廉晴さま

東北電気保安協会
五所川原事業所長

齊藤 一志

2017年4月にリニューアルした海側和洋室
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ある特徴を持たせた造り方で、当社としては実験的な試
みを担ったものでした。結果は実験どころでなく非常に
成功し、今年で24周年になります。名前の由来は、鎌
倉時代の日本海の覇者で十三湊や鰺ヶ沢にゆかりのあ
る安東水軍にちなんだものです。地元の尾崎酒造という
酒蔵に「安東水軍」という名のお酒がありますが、名
付けたのは父でした。「水軍の宿」は武家屋敷風の建
物で、その後のリニューアルにより北東北で初めて露天
風呂付きの客室を４部屋設けて、非常に好評を博してい
ました。
　実は、立地と設計の関係から「ホテル山海荘」と「水
軍の宿」で、海が見える客室がホテル山海荘の１室だ
けでしたので、母が「せっかく海に来たのだから海の見
える部屋に泊まりたい」というお客さまの声に応えたいと、
20年越しの計画で一つひとつ土地を買い受け、ようやく
新しい海を満喫できるホテルを開業させました。それが
「ホテル グランメール山海荘」です。
　「グランメール」のコンセプトは「風と光と海と」という
テーマで、ホテルのスローガンにもなっています。「光」
というのは、とかく暗いイメージにとらえられがちな津軽に、
輝かしい光をつくっていきたいという気持ちをこめました。
スローガンには入っていませんが、もうひとつ「花」とい
うテーマも大切にしています。いたるところに花を散りば
めて、おもてなしをということです。「グランメール山海荘」
は、こうしたテーマを掲げ、お客さまに心からのおもてな
しをお届けする宿づくりを進めて、19年目となりました。

の恵みと山の恵みをふんだんに海
─�それでは、温泉や施設などの特徴について教えて

いただけますか。
　温泉は「化石海水温泉」と呼ばれる古代の海水が、
天然温泉となったのが大きな特徴です。30万年前には
普通の海水でしたが、隆起や地形の変化などで海水が
土の中に取り残され、閉じこめられた状態で時が経ち、

温泉として湧出してきたものです。強塩泉でミネラルも豊
富、疲労回復・保温・保湿効果に優れており、天然の
タラソテラピー効果（海洋療法）が味わえます。皮膚
病にも非常に良い温泉で、昼の時間は、日帰りで公衆
浴場としてご利用いただけます。
　もちろん海の恩恵を受けていますが、ここは「山海荘」
の名が示す通り、山と海両方の幸に恵まれています。
岩木山と、さらにその奥に世界遺産白神山地が広がっ
ています。宿のお食事では、自然に恵まれた土地のよさ
を生かして、海の幸と山の幸をふんだんにご提供してい
くというのが基本です。白神山地の清らかな水、滋養
豊かな白神の塩、そして日本海の海で育った昆布に育
まれた「白神あわび」という逸品があります。幻の魚と
言われるイトウやほぼ一年を通して水揚げされるヒラメな
ど、この辺りの豊かな自然の恵みを受けた多彩な食材
の魅力を伝えていくことも、私たちの役割と考えています。
　周辺には、眺めるだけで魅力的なスポットが数多くあり
ますが、豊かな自然と歴史や文化の香りをとどめた地で
あることをテーマとした旅もおすすめです。

エネはスタッフ自ら関心をもって省
─�省エネの取組みや、私ども協会へのご要望などご

ざいましたらお聞かせください。
　エネルギーの有効利用を目指してデマンド装置の導入
など、保安協会さまにはお世話になっています。日々 の
お客さまをもてなすスタッフの関心を高めてもらうために
も、大型のモニターを設置して電力情報などを見てもらう
ことにしています。「それが結果として自分たちお給料に
反映されるので頑張っていこう」という取組みです。

　進んだお考えをお持ちで、弊協会もこれまで以上に
杉澤興業さまの、より安全で安心な電気設備の維持管理
のお手伝いができるよう役割を果たしていきたいと思いま
す。本日はホテル グランメール山海荘さまの貴重なお話を
うかがうことができました。たいへんありがとうございました。

海を間近に望む和風露天風呂

日本海と白神山地の恵みを
満喫する鰺ヶ沢温泉の宿。

「入りくる人には、やすらぎを。帰りゆく人には、しあわせを。」をモットー
としたスタッフ一同のおもてなし

お料理「贅沢プラン」の一例
無料の津軽三味線ライブが
毎晩開催されている
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知らずに使用していた機器からの漏電 ～アース線と漏電遮断器の重要性を再認識～

新庄事業所 八鍬 昭一

工場で使用していた機器が漏電し、感電の危険性
が高かった事例を紹介します。

〔状況〕
10月の晴れた日の日中の出来事です。午後２時40
分頃、ある製造工場のお客さまで低圧絶縁監視装置
の警報が発生し、電気事故受付センターから出動要
請があり調査に伺いました。連絡責任者との電話対
応では、｢工場は普段どおり稼動しており、停電や
異常はない｣ とのお話しでした。

〔調査〕
40分後に現場に到着し、再度連絡責任者に問診し
ましたが「工場内に異常はなく問題ない」との回答
でした。
直ちにキュービクルから調査を開始しましたが、
100Ｖ回路を調査中に警報が解消し原因特定が難し
くなりました。警報は解消しましたが、危険な状態
で使用している機器はないか目視による点検を継続
していると、再度警報が断続的に発生しはじめまし
た。クランプリークメータ（漏れ電流測定器）を使用
して粘り強く調査した結果、100Ｖコンセント回路で
漏電しており、コンセントで使用していたハンドグ
ラインダーが原因だとつきとめました。
漏電の度合いを調べるため、ハンドグラインダー
本体の絶縁抵抗値を測定したところ、０MΩで絶縁
不良でした。

〔原因〕
点検の際、ハンドグラインダーの外観、動作は正
常でしたが、絶縁抵抗測定により判明したとおり、
長年の使用により機器内部に鉄粉が入り、モーター
部の絶縁抵抗が低下し漏電していたものです。
漏電が断続的に発生した原因は、ハンドグライン
ダー本体を金属製のスタンドに置いていたため、ス

タンドを通して漏電し、持ち上げると漏電が止まる
という状態が繰り返されていたためでした。

［復旧］
お客さまには、このまま使用すると感電のおそれ
があるため、ただちに使用を中止して、修理をして
からのご使用をお願いしました。

〔お客さまの声〕
電気設備担当の方は、普通に今まで使用していた
機器が漏電していたことに驚いており、何もなかっ
たことにほっとした様子で「感電せずにすんで安心
しました｣ と安堵の表情を浮かべ、感謝のお言葉を
いただきました。

〔まとめ〕
今回の事例は、作業員の方々が厚い皮手袋を着用
し作業をしていたため幸い感電を免れていた事例で
す。素手での使用や、素肌が接触していたら感電す
るという非常に危険な状況でした。また、ハンドグ
ラインダーにはアース線があり、確実に取付けてい
れば漏電遮断器が動作し安全が確保できたものです。
日ごろの点検、機器アース取付け及び漏電遮断器
設置の重要性を再確認した事例でした。

ハンドグラインダー

スタンドフレームより
地面に電気が流れ漏電する

地面に触れず電気が流れない
ため漏電しない

繰り返し
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ねずみなどの小動物にはご用心!!
原町事業所 瀧川 幸徳

何か兆候があったり、不安なことがあったら、遠
慮しないでお申し出いただければ防げたかもしれな
い事例を紹介します。

〔状況〕
とある暑い夏の早朝５時30分に、「簡易宿舎兼事
務所のお客さまから停電していると連絡があった」
と受付当番から出動連絡を受け、直ちに弊協会事業
所に出動し、同じく出動連絡を受けた後輩１名と車
両・工具の準備をしてお客さまのところに向かいま
した。
６時30分にお客さまに到着すると、宿舎の中では
多くの宿泊の方々が起きておられ、現場は不安等で
騒然となっていました。管理人さんに状況を確認し
たところ、５時20分頃に電気が一斉に使えなくなり
朝ごはんが出せず、宿泊の方々も身支度を整えるこ
ともできない状況でパニックになっているとのこと
でした。

〔調査〕
早速、原因を調査するため、キュービクル内の目
視点検から開始しました。調査開始してまもなく、
後輩が何かを見つけて「先輩、変圧器の上に何かい
ます」と叫び、変圧器の上を指差しています。よく
見ると、変圧器の上にねずみの死骸がありました。

〔原因〕
変圧器の１次側高圧端子部にねずみのものと思わ
れる体毛が付着しており、ねずみの体にも感電の痕
跡があったことから、１次側高圧端子部にねずみが
触れて感電し、停電に至ったものと推定されます。
停電の原因は判明したものの、ねずみの侵入経路
が不明であることから、同様の事故がまた起きない
ようにするためお客さまから了解をいただき、引き
続き侵入経路の調査を行いました。調査の結果、
キュービクル低圧幹線の引き出し口のコーキング材
が気温により変形し、ねずみが侵入可能な隙間がで
きていました。

〔復旧〕
侵入経路が判明したことから、隙間を簡易手直し
により塞ぎ７時00分に復電しました。
その後、お客さまに開口部処理の提案をし、後日、
ご依頼をいただき修繕作業を行いました。

〔お客さまの声〕
「まさかねずみが電気を止めるとは思いも寄りませ
んでした。最近、宿舎内で害をもたらしていただけに、
キュービクル内にも影響を与えてしまったことに驚
いています。点検時に協会検査員に相談していれば
と悔やんでいます」とのお言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回の事故では、コーキング材が高温により変形
していたことから、気温など環境の変化に伴い設備
の状況が変化するということを意識し、常に新たな
視点で点検しなければいけないと、改めて教えられ
た事例でした。

※�小動物の接触による停電事故は、弊協会のお客さまで年間約130件発
生しています。
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太陽光発電設備の使用前自己確認に係る技術支援

今回は、太陽光発電設備の使用前自己確認における技術支援事例をご紹介いたします。
出力500kW以上2,000kW未満の太陽光発電設備に対し、「使用前自己確認」制度（電気事業法施行規則第76
条 平成28年11月30日付け施行）が導入され、発電設備が完成したとき、電気設備に関する技術基準への適合
について設置者が自ら確認を行い、使用（営業運転）を開始する前にその結果を国に届け出る必要があります。
弊協会は、太陽光発電設備の「使用前自己確認」の実施並びに国への届出について、受託業務又は試験業
務として実施可能であり、各支部・事業所で試験を実施しております。
制度の導入以降、平成29年２月から５月にかけ総合技術センターから支部・事業所の技術支援として行っ
た５件の中から、５月に実施した試験を例に現地で行った試験項目の概略と試験の実施内容についてご説明
いたします。
設備の概要は、発電所出力1,995kW、パワーコンディショナ（以下「ＰＣＳ」という）３台で計1,995kW（出
力制限あり）、モジュールの合計出力は2,268kWでした。
使用前自己確認の項目には、「外観点検」「接地抵抗測定」「絶縁抵抗測定」「絶縁耐力試験」「保護装置試験」

「遮断器関係試験」「総合インターロック試験」「制御電源喪失試験」「負荷遮断試験」「遠隔監視制御試験」「負
荷試験（出力試験）」（対象外は除く）があり、太陽光発電設備を仮連系（電力会社との売買契約が発生しな
い受電及び運転状態）の前に実施する試験と、仮連系の後に実施する試験があり、当日は仮連系後の運転状
態において以下の項目の試験を行いました。なお、試験方法については、「使用前自主検査及び使用前自己確
認の方法の解釈」（経済産業省　20170323商局第3号　平成29年3月31日）に基づき実施しております。

①総合インターロック試験
ａ　試験の方法
発電設備を軽負荷運転させ、総合インターロックが作動する原因となる電気的要素及び機械的要素の

それぞれについて事故を模擬し、これに係る保護継電装置を実動作又は手動で接点を閉じて動作させる。
ｂ　実施内容
連系運転状態において系統の停電及び地絡過電圧継電器（ＯＶＧＲ）動作時にＰＣＳが正常に停止し、

再運転せず、関係する各遮断器類が遮断し、警報復帰の後に投入できることを確認しました。その他、
連系中にＰＣＳ非常停止となった場合の動作や、正常に復帰するかについて確認しました。

②制御電源喪失試験
ａ　試験の方法
発電設備を運転中に制御電源を喪失させたときに過渡変化する主要パラメータの測定並びに遮断器、

開閉器等の開閉の状況、警報の発生及び表示等を確認する。
ｂ　実施内容
総合インターロック試験、負荷遮断試験等に合わせて実施することができ、制御電源遮断時のＰＣＳ

の状態、遮断器等の開閉の状況、警報の発生及び表示等を確認しました。

③負荷遮断試験
ａ　試験の方法
発電設備出力の1/4負荷運転状態から負荷遮断し、異常のないことを確認した後、順次2/4、3/4、4/4

負荷運転まで段階的に試験を行う。発電電圧について、過渡変化を記録できる測定機器により確認する。
なお、必要な負荷運転での現地試験実施が困難であった場合は、工場試験の結果から判断して支障な
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いと認められるものについては記録により確認できるものとする。
ｂ　実施内容
ＰＣＳが複数台あるため、各ＰＣＳの出力を調整し、各負荷運転状態から、区分開閉器又は遮断器等

によって、発電側と系統（電力配電線）側を遮断しました。その際、発電所（各ＰＣＳ）が安全に停止
することと、過渡変化する電圧値と安定するまでの時間が制限値内であるかを確認しました。
負荷調整は、ＰＣＳの出力制御機能によって実施し、負荷遮断においては、構内第１柱区分開閉器の

開放によって行い、変電設備の高圧受電盤において、計器用変成器（ＶＴ）二次側電圧の過渡変化を測
定器（メモリーハイコーダ）に記録し、波形を解析して停止時間と、１サイクル（20ms）分の波形（瞬
時値）から演算した電圧実効値によって電圧上昇に異常の無いことを確認しました。
なお、負荷遮断試験においてＰＣＳ本体で出力調整ができない場合は、接続箱及び集電箱の開閉器操

作によって太陽電池モジュールを調整する必要があります。

④負荷試験（出力試験）
ａ　試験の方法
発電設備を可能な限り定格出力、定格電圧及び定格力率に保持して機器各部の温度上昇が飽和状態に

なるまで連続運転し、逆変換装置、変圧器等の異常な温度上昇、異常振動、異音等の有無及び高調波（電
圧歪率）を測定機器、警報の有無及び所内巡視等の方法により確認する。

ｂ　実施内容
各ＰＣＳを当日可能な最大発電状態で一定時間連続運転し、温度測定と高調波測定を行いました。
高調波測定（総合電圧歪率）については、変電設備の高圧受電盤において、計器用変圧器（ＶＴ）二

次側電圧と計器用変流器（ＣＴ）二次側電流を測定器（電源品質アナライザ）に取込み、高調波含有率
とその時の発電出力を測定しました。
温度測定については、放射温度計とサーモカメラを用い、連続運転前後の各測定箇所の温度測定と異

常箇所の有無を確認しました。

今回、受託したお客さまの使用前自己確認は異常なく無事終了し、営業運転を開始されました。

総合技術センターでは、事業所単独で実施が困難な試験業務等の技術支援を行っております。また、太陽
光発電設備の点検・診断に係る最新技術の検証なども進めており、太陽光発電設備を含め電気設備に関する
ことでお困りのことがありましたら、お近くの弊協会事業所又はホームページにお問い合わせください。

負荷遮断時の波形測定例 使用前自己確認の試験状況
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平成28年度に管内で発生した電気事故は60件で、前年度の44件に比べ16件（36.3％）増加しました。
主な事故を種類別に見ると、感電等死傷事故が８件（前年度４件）、主要電気工作物の破損事故が31件（前年度
21件）、自家用電気工作物からの波及事故が13件（前年度19件）でした。（図１、図２）
なお、平成28年度から発電支障事故（10万kW以上の発電設備が故障等で７日間以上の発電停止となった事故）
が新たに報告対象となりました。発電支障事故は４件発生しました。

平成28年度　東北6県及び新潟県の電気事故の概要
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図1　電気事故発生件数の推移（電気事故の種類別）
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関東東北産業保安監督部　東北支部

1　総　括
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●感電事故事例：平成28年８月発生
工場増設のための電気工事を９月に実施する予定であった。電気工事会社の下請工事会社の従業員

（被災者）は、増設工事の準備として、工場内の増設盤設置並びにキュービクル周辺で変圧器及び高
圧コンデンサの土台となるアングルを作製していた。
被災者は工場のキュービクル内で、低圧母線固定用アングルの取付け作業中、絶縁が十分でない

高圧ケーブルの接続部に触れ感電負傷した。
元請の電気工事会社は下請工事会社に対し、準備工事においてキュービクル内に入る作業はしない

ように指示していた。下請工事会社からキュービクル内での作業について工場に説明はなかったことか
ら、連絡担当者は保安協会には連絡をしなかった。

感電事故防止のために
キュービクルを開ける場合は必ず保安協会へ連絡しましょう。
連絡責任者は、電気関係の工事がある場合には保安協会に事前に連絡することを徹底しましょう。

平成28年度の感電等死傷事故は８件で、前年度より４件増加しました。
被災者別に見ると、作業者によるものが６件、公衆によるものが２件でした。（図３）

図3　感電等死傷事故件数の推移（被災者別）

2　感電等死傷事故



10

設備不備

保守不備

自然現象

故意・過失

他物接触他

0

10

20

30

40

50

60

4

20

7

41
35

1 1
5

15

12

2
9

5
3
21

2

11

31

10

2

6

49

11

1
39

4

23

0

10

20

30

40

50

60

発
生
件
数
（件）

年度19 20 21 22 23

35

2
4

25

3
1

24

26

2
3

10

9

2

25

31

3

24

2
2

26

19

1
4

10

4

27

13

1
3
4
5

28
0

10

20

30

40

50

60

原因別に見ると、『保守不備』が５件で最も多く、『自然現象』が４件、『故意・過失』が３件、『他物接触』が１件となっ
ています。
『保守不備』の５件のうち「保守不完全」が３件で、主任技術者が未選任で電気設備の点検手入れが不十分で
あった事例が１件、高圧ケーブルの端末部が相間で接触したため短絡事故となったが、電力会社との保護協調がとれ
ず波及事故となった事例が２件です。
『自然現象』の４件のすべてが「雷」によるものです。
『故意・過失』の３件のうち２件が「作業者の過失」で、年次点検において試験器の電源を別電源から取るべきと
ころ地絡継電器制御装置からとったためＰＡＳ内蔵のＶＴを焼損した事例、及び電気設備の工事のため取付けていた
短絡接地器具の取外しを失念したまま受電しようとＰＡＳを投入した事例がありました。また、工場の火災により高圧ケー
ブルが焼損した事例が１件ありました。

平成28年度の波及事故は13件で、前年度に比べ６件の減少となりました。すべて自家用電気工作物からの波及事
故でした。（図４、表１）

図4　波及事故件数の推移（原因別）

3　他社への波及事故

原因大分類 設備不備 保守不備 自然現象 故意・過失 他物接触

そ
の
他

合
　
計

原因小分類
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公
衆
の
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・
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失

火
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樹
木
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鳥
獣
接
触

そ
の
他

高圧気中負荷開閉器（PAS) 1 2 4 1 8
高圧ガス開閉器（PGS) 1 1

変圧器
避雷器

計器用変圧器
高圧ケーブル 2 1 3
その他 1 1
計 3 2 4 2 1 1 13
表１　自家用波及事故発生電気工作物別・原因別発生状況（平成28年度）
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冬場に備えた巡視点検のポイント

1  電線が垂れ下がっていたり、樹木に接近したりしていませんか？

　電線は、垂れ下がっていたり、樹木に近接していると、
積雪や強風により断線して停電や漏電、また、感電のおそ
れがあります。
　バインド線の外れ、碍子からの脱落、樹木の接近等は、
事故に至る前に早めに改修しましょう。

2  キュービクルに劣化や破損等による隙間はありませんか？

　キュービクルに劣化や破損等による隙間があると、思わ
ぬものが入ってきて停電事故になるおそれがあります。
　特に冬期は、雪が吹き込むことがあるほか、変圧器がヒー
ター代わりとなって、ねずみなどの小動物にとっては心地
よい居場所となります。
　雪の吹き込みや侵入した小動物の接触で停電事故になる
と、復旧に長時間を要することもありますので、キュービ
クルの隙間は、事故に至る前に早めに改修しましょう。

3  非常用予備発電装置の運転は大丈夫ですか？

　非常用予備発電装置は、停電時に重要な機器に電源を供
給する大切な装置です。
　冬期は、安定した運転を確保するため、冷却水の保温ス
イッチや燃料の残量を十分確認しておきましょう。

4  凍結防止用の保温ヒーターは大丈夫ですか？

　消火栓ポンプや非常用予備発電装置等の常時起動させな
いポンプやその配管には、凍結を防止するための保温ヒー
ターが設置されています。
　保温ヒーターのスイッチが入っているか、ヒーターが作
動しているか確認しましょう。

保温ヒーター

保温スイッチ

燃料計
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今回ご紹介する涌
わく

谷
や

町
ちょう

土地改良区さまは、宮城県
の北東部に位置し、涌谷町地内、美里町地内及び石
巻市地内にまたがる約1,800haの耕地を管理されて
おり、みやぎが誇る代表品種ササニシキ、ひとめぼ
れの主要産地を擁する土地改良区です。
稲作中心の平坦地区が大部分を占める土地改良区
であるため、その取水・排水設計は河川を基本に考
えられており、大規模な揚水ポンプ場・排水ポンプ
場を中心に施設管理人を配置し、河川の水の取扱い
に万全を期した業務がシステム化されております。
農業は自然と天候との戦いの連続といわれます。
大小合わせて施設総数は60箇所を超え、その運用も
地形、気象及び季節により変化するため、施設管理
人の方々はその経験と知識を活かして複雑な施設を
管理されておられます。

セミナーの内容

今回のセミナーでは、大雨などによる増水時の対
応など、昼夜を問わずポンプ設備の操作が必要とな
る施設管理人の方々を対象に、パンフレット「電気
は正しく安全に使用しましょう」「自家用電気工作
物からの波及事故を防止しよう」を使用し、電気機
器使用時の注意点や漏電の仕組み、高圧電気設備の
計画的な更新の必要性についてご説明させていただ
きました。

セミナー受講後の感想

●�雷害対策として、機器を停止し開閉器を開放する
ことで、機器の被害を少なくできることが分かり、
今後は確実な対処が可能になった。
●�誤った電気の使用方法は大怪我につながることが
分かった。
●�停電事故時の対処方法について、再確認すること
が出来たので今後の業務に活かしたい。

などのご感想をいただきました。

古川事業所
涌谷町土地改良区さま

涌谷町土地改良区さま

セミナー実施風景

涌谷町にある上町揚排水機場
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家電製品は正しく使い、予防をして、小さなお子さんを不慮の事故から守りましょう！
普段何気なく使っている家電製品も、使い方を間違えたり予防をしないと思いがけない事故につながりま
す。その予防法を紹介いたしますので、特に小さなお子さんがいるご家庭は、家の中をチェックして予防し
てください。

洗濯機
かくれんぼ等で子どもが洗濯機の中に入ってしまわないよ
う、使っていないときでも蓋を閉めておきましょう。また、洗
濯機カバーをかけたり、チャイルドロックの機能がある機種は
利用しましょう。

冷蔵庫
　冷蔵庫も赤ちゃんには簡単に開けられてしまいます。中に閉
じ込められたり、中に入っている食料が落ちて赤ちゃんにぶつ
からないよう、冷蔵庫の扉にロックをつけましょう。

炊飯器
　子どもの火傷は重症になりやすいことから、炊飯器の炊いた
時の蒸気には注意が必要です。子どもの手の届かないところに
置きましょう。

オーブントースター
　熱くなるものなので、子どもが火傷をしないよう注意して高
いところに置いていると思いますが、コンセントに差した電源
コードを引っぱって頭や体に落ちてしまうこともあります。電
源コードを引っぱることのできない位置に設置するか、キッチ
ンに入れないように柵を置きましょう。

電気ケトル
　子どもの手の届かない場所に置いても、ケトルを倒してし
まったり、赤ちゃんが電源コードを引っぱったりして、熱湯を
かぶってしまうことがあります。ケトルもキッチンで使用する
か、お湯は使い切るようにしましょう。

コンセント
　赤ちゃんにとっては、簡単に手を伸ばせば届き、差している
電源コードも外すことができます。コンセントカバーやコンセ
ントキャップを取付けて、不慮の事故を防止しましょう。

今回ご紹介した電気製品の他にも事故の可能性があります。
家庭の中を見回して、可能な限りの対策をしておきましょぅ。

洗濯機カバー

冷蔵庫ロック

炊飯器蒸気で火傷

台の上のオーブントースター
からコードが伸びている

ケトルが倒れお湯が
こぼれる

コンセントカバー
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五所川原事業所は、平成29年６月19日（月）五
所川原地区電気工事業災害防止協議会が主催し
た「五所川原市菊ヶ丘運動公園の清掃活動」に
職員８名で参加しました。
五所川原市菊ヶ丘運動公園は、図書館や歴史

民俗資料館などの文化施設を有し、野球場や体
育館などのスポーツ施設もあります。また、国
の重要文化財にも指定されている旧平山家住宅
も隣接しており、観光の途中にも立ち寄ること
ができ、自然もいっぱいで、のんびりと過ごす
にはピッタリの公園であり、市民のシンボル的
公園となっています。
初夏には花菖蒲が美しく、69品種、３万株の

花菖蒲を観賞することができ、毎年、「花菖蒲
せせらぎまつり」が行われています。
清掃活動は、今回で５回目を数え、五所川原

地区電気工事業災害防止協議会に加盟する５団
体、総勢51名が参加しました。当日は、曇り空

でしたが心地よい風のなか、東京ドーム約1.2
倍の広さの公園内を15班に分かれてごみを拾
い、その量は大きなゴミ袋５つになりました。
ゴミの多くは、空き缶とタバコの吸殻で、拾い
上げるゴミが増えると同時にきれいになってい
く様を感じることで、大量の汗をかいているこ
ともあり自分自身も浄化されるような感覚を得
ました。
また、通りかがりの町の方から「お疲れさま」
と声を掛けていただいたり、協議会に加盟する
会社の方々との会話も楽しみながら清掃活動を
行うことができました。
年々ゴミの量は減少傾向にあるようで、モラ
ル向上を感じています。近い将来“清掃したく
てもゴミがない”そんな地域になることを期待
しつつ、今後も地域の皆さんの憩いの場や観光
施設などの清掃活動に積極的に参加していきた
いと思います。

「五所川原市菊ヶ丘運動公園の清掃活動」に
参加しました！

五所川原事業所

草むらの中のごみも見逃さない

清掃活動出陣式

協議会加盟会社の方との親睦も深めました

互いに協力し清掃
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電気の「子メーター」管理者の皆さまへ
証明用電気計器（子メーター）の有効期限が過ぎていませんか？

　子メータ一とは、貸しビル、アパートなどでオーナーが一括して支払った電気料金を各室の使用量に応じて
配分するためのメーターをいいます。
　計量法では、「検定を受けたもの・有効期間内のもの」でなければ、取引又は証明における計量に使用して
はならないことになっています（計量法第16条）。
　これを使用した場合計量法で罰則規定（計量法第172条）がありますが、当事者間のトラブルを未然に防ぐ
ためにも、計量法を遵守されることをお願いいたします。
　また、有効期限を確認するための立入検査は、行政機関（各地方自治体の計量検定所、計量検査所、消費生
活センターなど）自身によって行われており、現在、民間その他の機関に、立入検査を委託している事実はあ
りません。

子メーターとは

有効期限は検定ラベル等に表示しております。

封印キャップ
（検定ラベルの場合）

平成28年4月以降

封印キャップ
（適合ラベルの場合）

適合ラベル
（自主検定に合格したもの）

単独計器の有効期限を示す。

単独計器の有効期限を示す。

平成23年4月
以　降

平成23年3月
以　前

平成23年4月
以　降

平成23年3月
以　前

検定ラベル
（検定に合格したもの）

変成器付計器
検定票 検定証印

（ファイバー）

または

または

平成28年3月以前

有効期限
平成38年3月を示す。

東北地区証明用電気計器対策委員会
東 北 経 済 産 業 局
日 本 電 気 計 器 検 定 所
東北計器工業株式会社
（一財）東北電気保安協会

http://www.tohoku.meti.go.jp/s_shigen_ene/denryoku_free.html

http://www.jemic.go.jp/kentei/shoumei_dk.html

http://www.keiko.co.jp/

http://www.t-hoan.or.jp/

交換につきましてはお近くの事業所又は担当検査員にお問い合わせください
参考：東北地区証明用電気計器対策委員会

2017
39

39

38.3

6

6
島　34　6

有効期限
平成34年6月を示す。
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Q ○の中に言葉を入れてください。

〒982-0007  仙台市太白区あすと長町三丁目2番36号 一般財団法人東北電気保安協会　広報情報グループ 宛
FAX 022-748-1275

電気使用★前号Vol.270の
　正解は、 でした。

電気設備★前号Vol.271の
　正解は、 でした。

★前々号Vol.269の応募者総数は113名、
　正解者は107名でした。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

　郵便はがき又はFAXにて、答え、郵便番号、住所、氏名、さしつかえなければお勤め先をご記入のうえ、
下記宛にお送りください。正解者のなかから、抽選で20名さまにクオカードを贈呈いたします。なお、
当選の発表はクオカードの発送をもって代えさせていただきます。
※ご応募いただきましたお客さまの個人情報は、当選賞品の発送やご意見・ご質問への回答にのみ使用いたします。

●締切り日　平成29年12月31日消印有効
　皆さまのご応募をお待ちしております。（本誌又は協会に対するご意見、ご感想などもお寄せください）　

ヒント：弊協会のホームページ「法人のお客さま」の「保安管理業務」をご覧ください。

工場やビルなどの○○○○の
安全を守ります

保安業務手数料のお支払いは「口座振替」が便利でお得です
口座振替なので振込みの
手続きが要りません

ご指定の金融機関で
ご利用いただけます

お客さまのご指定の口座から振替いたしますの

で、金融機関へ足を運ぶ手間が省けます。

また、保安業務手数料の月額相当額から50円 

（年額にすると600円）が割引になります。

銀行、郵便局、信用金庫、信用組合、農業協同組合、

労働金庫などの金融機関でご利用いただけます。

（一部、取扱いできない金融機関がございます）

複数ご契約の振替も
一度の申し込みでできます 振替のお知らせをいたします

同一口座であれば一度のお申し込みで複数ご契

約の振替が可能です。

振替の約一週間前に「口座振替のお知らせ」を、

また、翌月には「領収証」を郵送いたします。

お申し込みは担当の職員又はお近くの事業所にお申しつけください
協会指定の「口座振替依頼書」をお持ちいたしますので、必要個所をご記入いただき、担当の職員に

お渡しください。
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◎秋田県鹿角郡小坂町
■交 通 手 段／［高速バス利用］盛岡駅より所要時間約1時間30分『小坂高校前停留所』下車、徒歩15分またはタクシー3分
　　　　　　　　［自 動 車 利 用］東北自動車道小坂ＩＣより約3分
■問い合わせ先／小坂町観光産業課　☎0186-29-3908　URL：http://www.town.kosaka.akita.jp

（写真提供）小坂町観光産業課

『鉱山が残した町』小坂町
（秋田県）

大館事業所

小
こ
坂
さか
町
まち
は、秋田県の北東に位置し、神秘の湖・十和田湖を有している町です。藩政期には南部盛岡藩に

属し、鉱山と豊富な森林資源に恵まれた秋田・津軽との藩境の村でした。江戸時代末期に発見された小坂鉱
山の発展により、大正初期には人口２万数千人を抱える秋田県第二の都市に発展しました。
現在は、十和田湖に代表される美しい自然、そして鉱山の歴史に彩られた近代化産業遺産の建物群が独特

の風景を作りだす、人口約5,300人、世界に誇る小坂鉱山の技術を活かしたリサイクル関連産業と観光の町です。

［国重要文化財　小坂鉱山事務所］
町の中心部にある小坂鉱山事務所は、明治38

年（1905）に建設された小坂鉱山の全盛時代を
感じることができる生きた文化遺産です。
およそ一世紀の平成９年（1997）まで、現役

事務所として利用され、すべて天然秋田杉造り
とされる木造３階建て延床面積2,596㎡、ルネッ
サンス風の外観意匠を今に残す、大鉱山のシン
ボルでした。
現在は、明治洋館の雰囲気漂う中でレンタル

のドレスを着用しての写真撮影や、昔の洋食屋
さん風のレストランで食事を楽しむこともでき
ます。また、アカシアの蜂蜜や地場産ワインな
ど町の特産品を多数取り揃えた売店も設けられ
ています。

［国重要文化財　明治の芝居小屋　康楽館］
康楽館は、明治43年（1910）に小坂鉱山に働

く従業員とその家族の福利厚生施設として建設
されました。
外観が洋風、館内が純和風の和洋折衷の芝居

小屋です。当時としては画期的な電気による照
明設備や人力による回り舞台などの舞台装置を
備えた「東北一の芝居小屋」と呼ばれました。
伝統的な形式の中に優れた洋風意匠を取り入

れた明治の芝居小屋として歴史的価値が高く、
小坂鉱山と鉱山町の繁栄を物語る遺構としても
貴重であると認められ、平成14年５月、国重要
文化財に指定されました。いまなお現役の芝居
小屋として、当代随一の役者による歌舞伎大芝
居や、春から初冬の頃までほぼ毎日催される「常

打（じょううち）芝居」に多くの見物客が訪れ
て賑わっています。

［産業遺産　小坂鉄道レールパーク］
小坂鉄道は、小坂鉱山の発展とともに増大し
た貨物等の運搬のため、明治41年（1908）に開
通させた鉱山鉄道で、さらに翌年には一般営業
を目的に小坂鉄道株式会社を設立し、大館まで
の鉄道営業を開始しました。これにより、小坂
鉱山の輸送能力は飛躍的に拡大し、明治末期に
は鉱産額日本一となるその礎を築きました。
貨物車牽引の三重連、四重連運転は国内唯一
ともいわれ、鉄道ファン必見の人気路線でした。
その後の車社会の到来により、平成６年９月に
は旅客部門が、さらに鉱石製錬からリサイクル
金属製錬へのシフトにより、平成21年に貨物部
門も廃止となりました。
残された鉄道施設や鉄道車両は小坂町などに
譲渡され、平成26年６月に「小坂鉄道レールパー
ク」としてオープンしました。日本における鉄
道の歴史資料展示、全国的にも珍しい機関車の
運転体験や家族で楽しめるレールバイク、今は
懐かしい「ブルートレインあけぼの」への宿泊
（要事前予約）もできるなど、鉄道ファンなら
ずともぜひ訪れてみたい魅力的な場所となって
います。

小坂鉱山事務所

康楽館

小坂鉄道レールパーク



C YM K

vol.271

２
０
１
７
年  

秋
季
号

平
成
二
十
九
年
十
月
一
日

東北電気保安協会の情報は
携帯サイトでもご覧いただけ
ます。

電
気
と
保
安

発
行
所
　
仙
台
市
太
白
区
あ
す
と
長
町
三
丁
目
二
番
三
六
号
　
一
般
財
団
法
人
東
北
電
気
保
安
協
会

印
刷
　
㈱
ソ
ノ
ベ

http://www.t-hoan.or.jp/http://www.t-hoan.or.jp/

一　　般
財団法人

vol.271

2017

秋季号

http://www.t-hoan.or.jp/

一　　般
財団法人

冬場に備えた
巡視点検のポイント

設備の
点検
Point

お客さま
訪問

株式会社杉澤興業 
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24時間体制で迅速・確実に組織力で
電気トラブルに対応いたします
24時間体制で迅速・確実に組織力で
電気トラブルに対応いたします

緊急時の連絡先のご確認をお願いします

夜間、休日を問わず24時間の出動体制で迅速に
電気トラブルに対応いたします。

落雷や風水害などによる同時多発の停電事故も
各事業所が拠点となり、組織力で確実に早期復旧
いたします。

緊急時の連絡の際、契約番号が重要となりますの
で、事前にご確認をお願いいたします。
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冬場に備えた
巡視点検のポイント

設備の
点検
Point

お客さま
訪問

株式会社杉澤興業 

「ホテル グランメール山海荘」 さま

「秋彩の鶴間池」（山形県）


